
平成３０年度学校経営方針 

学校教育目標 

基本目標 

「心豊かであ実践力のある子」 

スローガン：「笑顔と活気あふれる南小」・「少数精鋭」 

【めざす児童象】 

＜学力づくり＞ ○み  自ら学ぶ子 

＜心づくり＞ ○な  なかよく助け合う子 

＜体づくり＞ ○み  みがききたえる子 

 

【めざす教師像】 「チーム布佐南」 

・確かな指導力で，子どもの能力を向上させる教職員 

・意欲を持ち積極的に自己研鑽に励む教職員 

・連携・協働しながら組織的に職務を遂行できる教職員 

 

１ 経営方針 

① 布佐地区小中一貫教育の推進を通して，確かな学力の向上を目指す。 

布佐南小独自の研修内容としてはＩＣＴの利活用の継続･発展を図る。 

② 全教育活動を通して「心の教育」の充実を図る。 

③ 一人一人の児童理解に努め，望ましい生活習慣や生活態度を育む。 

④ 関係機関との連携を図りながら特別支援教育の充実を図る。 

特別支援学級の新規開設に伴い，円滑な運営を図る。 

⑤ 体力の向上を目指すとともに，健康な体づくりのための「食育指導」 

「健康教育」「保健指導」の充実を目指す。 

⑥ 安全・防災のための自己管理能力を育て，いざという時に適切な対応が 

取れる実践力を養う。 

⑦ 保護者・地域との連携を図り，「開かれた学校」として信頼される学校 

を目指す。 

⑧ 幼稚園・保育園・小学校・中学校・高校との相互理解を深め，相互授業 

参観や協同の教育活動を推進する。 



２ 経営の重点 

① 個々の児童理解に努め，基礎的基本的な学習を定着させるとともに，高

1si思考力・判断力・表現力の向上並びに学習意欲の向上に努める。 

② 支持的風土のある学級経営を基盤として，一人一人の児童が安心して 

生活し，「笑顔と活気あふれる南小」を目指す。  

③ 教師は常に向上意欲を持って積極的に自己研鑽に励み，児童の能力向上

を目指す。  

④ 「開かれた学校」を目指し，保護者・地域との連携を図る。 

 

３ 重点目標 

①確かな学力づくり 

○基礎・基本の徹底を図る。 

○布佐地区小中一貫教育を推進し，学力向上を目指す。 

＊布佐中区小中一貫教育の三部会提案の計画の実践 

布佐地区小中一貫教育「活動と協同」のある授業・家庭学習・朝学習 

話し合い活動・学習規律と生活規律等のスタンダードの実践 

○ＩＣＴを利活用し，思考力･表現力・判断力の向上を目指す。 

○「学ぶ楽しさ」，「できた喜び」を体得させる教材研究及び学習指導

を実践する。 

○校内研究の充実を図り，学習における指導力の向上を目指す。 

○少人数指導の充実を図り，学力の向上に努める。 

○特別支援教育の充実を図る。 

②豊かな心づくり 

○全教育活動を通して，挨拶ができ，思いやりのある豊かな心を育む。 

○支持的風土のある，児童が安心して生活できる学級経営に努める。 

○キャリア教育の充実を図る。 

○積極的なボランティア活動を推進する。 

③健やかな体づくり 

○「早寝・早起き・朝ごはん」等，家庭での基本的な生活習慣の啓発を

図る。 

○体育的行事や教科体育の充実を図り，心と体を磨き鍛える。 

○南っ子オリンピックなどの日常的な体力づくりや外遊びを推奨する。 

○「食育」，「健康教育」，「保健指導」の充実を図る。 

④信頼される学校づくり 

○学校評価の充実を図る。教育活動のわかりやすい説明に努める。 

○保護者や地域住民との連携を強化する。 

○「ふさカリキュラム」や補習学習等で地域人材の活用を図る。 

○地域の「人・物・事」の積極的な活用を図る。 

○安全，防災教育の継続･充実を図る。 


